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ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことにありが 
とラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障な<お 
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切 
に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず確か 
め、販売店か5お受け取りください。 


保罰書別添付 


取扱説明書 







安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの r 安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使巧される方びいつでち見5れる巧に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 


/!\/^ 

「ごま意ください」という注意喚起を示しまず。 

Q ®®®® 

「〜しないでください」という r 禁止」をおしまず。 

0 ® 

r 必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ r 警告」と「注意」について 


U ( 下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡する 
可能性または重傷を負ラ巧 
能性び想定される」内容でず。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 胃ラ可能性または物的損害び 

/»\ /王/をみ発生する可能性び想定される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 

電源コードを傷つけない。 

【 V 1•重い 605 上 1 こ Kef よい。 

V ゾ ♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

あ線びむき出しのまま使用すると、义がや感電の原因に 
なります。 

電源プラグは、見える位置で、手が届く節囲のコン 
■ ■ セントに接続ずる。 

万-の場合、電源プラグを容易に引き拖くためです。 

おず実行 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントか 5 巧く。 

♦ 異常なにおいや音がする。 • 異常に高温になる。 
フラグを巧く ♦内部に水や異物が混入した。♦煙が出る。 

そのまま使用ずると、火がや感電の原因にな0ます。 

必ず AC 1 00V (已 0/60HZ) の電源電圧で使用ずる。 

BB それ政がの電源電圧で使用すると、火がや感電の願に 
なります。 

おず実行 

分解禁止 

本機の POWER スイッチをオフ（切）にしても、本 
■ ■ 機は、まだ通電状態にありまず。本機を完全に電源 
か 5 切り離すためには、電源〕-ドを〕ンセントか 
必ず実巧ら巧いてください。 

分解*改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

^がが^胃®!^®にな C ます。 

修理.調整は販売店にご依頼ください。 

分解禁止 


(AV-1) 























設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ ミ 谷室*台所*海吉-水辺 
♦ 加湿器を過度に去かせた部屋 
♦雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入によ0、火がや感電の原因にな0ます。 


Q 巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ なやテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 

禁止 ♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に上10 cm む上、背面10 cmL ソ上のスペー 
スを確なずる。） 

本機の内部に熱がこちり、火がの原因にな0ます。 


使用上の注意 


Q 放熱用の通風孔、パネルのずさ間から金属や紙片な 
ど異物を入れない。 

火がや感電の原因になります。 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、がず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用ずると、火災や感電の原因にな0ます。 

必ず実行 


接独禁止 


雷が鳴りはじめた6、電源プラグには細れない。 

感電の原因になります。 


Q 本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
禁止 接軸面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷ずる原因 

になります。 


手入れ 


〇 電源プラグのコやほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

おず実巧 


A 注意 


電源/電源コード 


0 ^ 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因になります。 

フラグを巧く 


設置 


不を定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

f x ) 本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


(!) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因になります。 


Q 直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装が変おしたり内部回路に悪影響が生じて、 
を I ヒ 火災の原因になります。 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因にな0ます。 

禁止 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行にほこりび堆積して発熱や火がの原因になります。 


Q 電源プラグを差し込んだとを、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場邮こ設置しなし、。 

( V ) ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因に 
V 〉/なります。 


〇 屋がアンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、お術と経験び必要です。 

おず実行 


移動 


0 !^ 移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての 
接続を外ず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
プラグを巧く コードが傷つさ、火がや感電の原因にな0ます。 


(AV-1) 


II 
































使用上のま意 


A 環境ミ豆度が急激に変化したとを、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れないが態でしば 
4胃 らく放置してください。 


手入れ 


© 手入れをずるとさには、がず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

おず実行 


Q 薬物厳禁 

ベンジン- シンナー • 合成洗剤等で外装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

禁止 外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 






目;夕 


各部の名称と機能 . 

フ□ントパネル .. 

本機を U モコンで操作ずる 
接続のしかた . 


選局する . 

自動で選局ずる 
手動で選局ずる 



操作 


準偏 


登録した放送局を選んで聴ぐ 

(プリセット選局）.. .. 4 

放送局を登録する（プリセット） . 已 

自動で登録ずる 

(オートプリセット） 0= M のみ） . 5 

手動で登録ずる 

(マニュアルプリセット） . 己 

登録（プリセット）した放送局を取り消ず ...... 己 

故障かな？と思った5 . 6 

主な仕様 . 7 




本機の特長 

プI」セツト放送局簡単呼び出し機能 
(FM/AM 計40局） 


オートプリセット （FM のみ） 
2行表示のディスプレイ 


■ 付属品 

ご使用の前に、付属品を確認してください。 

' FM 簡易アンテナ 
- AM ループアンテナ 
-ステレオピンケープル 

■ 本書の記載について 

' :み- ヒントは巧っておくと便利な補足情報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異なる場合びあり 
ます。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了をくださし、。 


音を楽しむエチケット 



楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるちのです。隣近所への配慮を十分にしま 
しょラ。静かな夜間にはルさな音でちよく通り、特にな音は床や壁などを伝わりやす 
く、思わめところに迷惑をかけてしまいます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのち一つの方法です。 
音楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを配り快適な生活環境を守りましょラ。 


2 2 2 3 


4 4 4 
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各部のを敬と機能 


フ□ントパネル 



本機の電源を ON (オン） /OFF (オフ）します。 

ぶこ 

本磯の電源びオンのとき、 POWER ランプび点好します。 

⑤ ディスプレイ 


FM 放送をステレオで受信するかモノラルで受信す 
るかを切り替えます4ページ)。 

⑥ FM/AM ボタン 

FM 放送、 AM 放送を切り替えます。 


受信している周波数などを表示します。 

③ リモコン受光部 

ヤマノ V 製の AV アンプやプ U メインアンプに付属し 
ている U モコンからの信号を受信します。 

④ DIMMER (調光）ボタン 

押すたびにディスプレイの明るさび4段階で変化し 
よ9 〇 

ぶこ 

この設定は本機の電源をオフにした後わ保持されます。 


⑨ TUNING (選局） MODE ボタン 

選局方法を自動、手動、プ U セット選局から選びま 
す（№4ページ）。 

颇 PRESET (登録） /TUNING (選局）つまみ 

-プ U セット還局モードのとをは、登録（プリセット） 
されている放送局を還びます（防 '4 ページ)。 

-プ U セット還局モード lit かのとさは、自動または手動 
で放を局を受信します（防 '4 ページ)。 


⑥ MEMORY (登録）ボタン 

放送局を登録（プリセット）します^已ページ）。 


⑧ CLEAR (取りミ肖し）ボタン 

登録（プリセット）した放送局を取り消します 
(1¢?已ページ）。 


本機をリモコンで操作ずる 


ヤマノ V 製プ U メインアンプまたは AV アンプに付属 
しているリモコンで、本機を操作でをます。 



ご注意 


•本機と U モコンの間に障害物を置かないでください。 

-本機の U モコン受光窓に直射日光や強い照明（インバー 
ター堂光丹など）び当たっていると、本機をリモコンで 
操作でをないことがあ0ます。このよラな場合は、照明 
の向をを変えるか、本機を置く場所を変えてください。 
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接続のしかた 



雑音を低減することびでをま 
す。アースは市販のアース棒 
か銅版に、ビニール被覆線を 
接続し、湿気のをい地中に垣 
めてください （ GND 端子はま 
全アースではありません)。 


/ 

アンプ 
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選局する 


自動で選局ずる 

放送局の電波び強く、周りに障害物びないとをは、 
自動選局で放送を受信することびでをます。 


1 FM/AM ボタンを巧して、受信したいバンド 
(FM または AM ) を還ぶ。 


2 TUNING MODE ボタンを巧して、" Auto 
tune " を還ぶ。 



3 PRESET/TUNING つまみを回して、自動で放 
送局を還ぶ。 

放送を受信すると、 TUNED インジケーターび 
点灯し、ディスプレイに放送局の周波数び表示 
されます。 



手動で選局ずる 

放送局の電波び弱 <、自動選局びでさない場合は、 
手動で選局してください。 


1 FM/AM ボタンを巧して、受信したいバンド 
(FM または AM ) を還ぶ。 


2 TUNING MODE ボタンを巧して、" Manual 
tune " を還ぶ。 


登録した放送局を選んで聴く 
(プリセット選局） 

プ U セットま号を選ぶだけで、登録（プリセット） 
した放送局を選ぶことびでをます。 

ごま意 

巧ち局の登録（プリセット）方法は;欠のページをご覽くだ 
さい。 


1 TUNING MODE ボタンを巧して、" Preset 
tune " を還ぶ。 


2 PRESET/TUNING つまみを回して、聴きたい 
放送局のプリセツトを号を還ぶ。 


■ FM ステレオ放送の受信を改善ずるには 

放送局の電波び弱<、 FM ステレオ放送の受信状態 
び良好でない場合は、モノラルモードに切 D 替える 
と受信状況び改善されます。 


FM ステレオ放送を受信中に、 FM MODE ボタンを 
巧して "AUTO STEREO " (ステレオモード）また 
は " MONO " (モノラルモード）を還ぶ。 

ディスプレイの STEREO インジケーターは、ステ 
レオモードで受信中は点なし、モノラルモードで受 
信中はミ肖なします。 

ごま意 

本機びステレオモードでち、モノラル放送を受信中は 
STEREO インジケーターは消‘なします。 



3 PRESET/TUNING つまみを回して、聴きたい 
放送局の周波数を還ぶ。 

放送を受信すると、 TUNED インジケーターび 
点灯します。 
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放送局を登録する（プリセット) 


本機に放送局を登録（プリセット）しておくと、プ 
1」セット選局（心4ページ）を使用して簡単に選局 
することびでをます。 FM と AM を合わせて最大 
40局まで登録でをます。 

自動で登録ずる 

(才ートプリセット） （FM のみ） 


ごま意 

オートプ U セツトでは、電波の強い FM 放送局だけび登録 
されます。電波の弱い FM 放送局や AM 巧送局を登録し 
たいときは、手動で登録してください (防なの 「手動で 
登録する（マニュアルプリセット)」）。 


3 プリセットを号の点滅中に PRESET/TUNING 
つまみを回して、登録したいプリセットを号を 
還ぶ。 



プリセツト番号 


ご注意 

プリセツト番号を選んだ5、日秒政内に次の操作に進んで 
<ださし、。 


1 FM/AM ボタンを巧して、 FM を還ぶ。 4 MEMORY ボタンを巧して、登録を完了ずる。 


2 MEMORY ボタンを3秒に(上巧し続ける。 

ディスプレイに "Auto Preset " と点滅され、 
オートプ U セツトび開始します。電波の強い放 
送局びサーチされ、自動的に登録されます。 



オートプ U セットび完了すると、プ U セットま号 
01の放送局び選択されます。 


ごま意 


ごま意 

•同じプ U セットま号に新しい放送局を登録すると、 
前に登録されていた放送局はミ肖去され、新しい放 
送局に入れ替わ D ます。 

•放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モー 
ド（ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。 

登録（プリセット）したが送局 
を取り消ず 

プ U セツトした放送局のラち、不要なちのを1つず 
つ消去します。 


-放送局びひとつち受信でをない場合、オートプ U 
セットは終了し、直前に受信していた放送局の受 
信に戻ります。 

•オートプ1」セットを再び実行すると、現在プ1」 
セットされている放送局はすべて消去され、さプ 
U セットま号に新しし顺送局び登録されます。 

手動で登録ずる 
(マニュアルプリセット） 

電波び弱くオートプ1」セットでは登録でをない FM 
放送局や、 AM 放送局を登録します。 


1 プリセットしたい放送局 （FM/AM) を受信ず 
る。 

4ページ「自動で選局する」または「手動 
で選局する」） 


2 MEMORY ボタンを巧ず。 

プ U セツトま号び約已砂間点滅します。 

ごま 意 

MEMORY ボタンを巧した日、巳秒け内に;欠の操作にをん 
でください。 


1 消去したい放送局を還局ずる。 

4ページ「登録した放送局を選んで聴< 
(プ U セット選局)」）。 


2 CLEAR ボタンを巧ず。 

選んだ放送局のプ U セツトま号び点滅します。 


点滅 



已砂しツ内に;欠の操作に進まないと、登録の消ち 
はキャンセルされます。 


3 CLEAR ボタンを巧して、消去を完了ずる。 

ディスプレイに "PresetXX Cleared " (XX 
はプ U セット番号）と表示され、登録が消去さ 
れます。 


プリセツトした放送局をすべて消去するには、 CLEAR ボ 
タンを3秒政上巧し続けてください。ディスプレイに 
"ALL CLEAR" と表示され、プ U セットした放送局びす 
ベて消去されます。 
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» 障かな？と思った 6 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場をは下記の点をご確認ください。対処してち正常に動作しない場合や、下記似外で 
異常び認め5れた場をは、本機の電源を切り、電源プラグを AC コンセントか5抜いてからお買い上げ店または最寄りのヤマ八 
電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ<ださい。 

■ FM/AM 放送の受信 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 


雑音が入ることがある 
(とくに電波び弱い地域） 

バイクや自動車、サーモスタット 
付さ電気器具などから出る雑音を 
拾っている。 

FM 屋外アンテナを、道路から離れたで 
をるだけ高い位置に設置してください。 
雑音を出している電気器具を FM アンテ 
ナか5離して < ださい。 

雑音を出している電気器具に雑音防止器 
を取り付けてみて<ださい。 

— 

F 

M 

STEREO インジケー 
夕一が点滅し、 雑音が入 
る 

アンテナ入力び不足している。 

アンテナの接続を確認して< ださい。 

受信地域の電界強度にあったアンテナを 
設置してください。 

— 

IVI 


正しく選局されてし''ない。 

ちラー度選局してください。 

4 


FM 専用アンテナを使用 
しているが、音び歪むな 
ど受信感度が悪い 

マルチパス （ 多重反射）などの電 
波妨害を夏けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変え 
て < ださい。 

— 


自動選局でさない 

電波び弱<、受信でさていない。 

FM 専用アンテナを使用してください。 

3 




手動選局して < ださい。 

4 


自動選局でさない 

電波び弱い、またはアンテナび 
しっか0と接続されていない。 

AM ループアンテナの接続を確認し、最 
も夏 i 言!犬態び良い方向へアンテナを向け 
て < ださい。 

3 




手動選局してください。 

4 

A 

M 

ジー、ザー、ガリガリな 
どの雑音が出る 

霞、堂光灯、モーター、サーモス 
タット付さの電気器具などか b 出 
る雑音を拾っている。 

雑音を出している電気器具を本機から離 
して < ださい。 

AM 屋外アンテナを張り、アースを完全 
に取ると減少しますが、完全に除去する 
のは困難です。 

— 


プンプンという騒音やう 
ねり音が入る 

他の放送局からの電波び干渉して 
し、る。 

^ - ^ 

^^- ^ 



本機の近くでテレビを使用してい 

本機とテレビを離して設置してくださ 
い。 



6 Ja 






■ 全般 


が盾かな？と思ったら 


症状 

原因 

対策 

電源を入れてちずぐに 
切れてしまラ 

電源プラグびしっかり接続されてい 
ない。 

電源プラグを AC コンセントにしっかりと差し込んでくだ 
さい。 

本機び外部電気ショック（落雷または 
過度の静電気）をラけた。 

AC コンセントか5電源プラグを抜を、約30秒後にちラー 
度差し込んで < ださい。 

A ム音が出る 

ステレオピンケープルびしっかり接 
続されていない。 

ステレオピンケーブルをしっかり差し込んでください。症 
状び改善されない場含は、ステレオピンケープルに問題び 
ないか確認してください。 

本機び正常に作動しな 
い 

内部マイコンび外部電気ショック（落 
霞または過度の静電気）、または電源 
電圧の低下によりフ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜を、約30秒後にちラー 
度差し込んで < ださい。 


まな仕様 


オーディオ部 

-出カレベル/インピーダンス 

FM (10 日〇/〇変調、 1 kHz ).1.6 V /1.2 kQ 

AM (30〇/〇変調、1 kHz ). 0.4 V /1.2 kn 

FM チユーナー部 

-受信周波数 . 76.0 〜 90.0 MHz 

•已0 d 日 S / N 感度 （ IHF 、 1000/〇変調） 

MONO . 3 mV (20.2 d 巳 f ) 

-実用感度 ( S/N 30 dB ) 

MON 曰 .1.0 mV 

イ;>< ージ巧害比 . 40 d 巳 

IF 妨害比 . 70 dB 

実行選択度 （4 日日 kHz ). 70 d 巳 

• S/N 比 （ IHF ) 

MONO/STEREO . 80 d 巳/7已 d 巳 

MONO/STEREO . 0.3。/〇/0.已〇/〇 

•ステレオセパレーシヨン（100〇/〇変調、] kHz ) ..... 43 d 巳 

-周波数特性 (20 Hz 〜1日 kHz ) . - 3 dB 

•アンテナ入力 ( unbalanced ). 75 Q 


AM チューナー部 

-受信周波数 . 

-実用感度 . 

-選択度 . 

- S/N 比 . 

-イメージ妨害比 ........ 

-全高調波歪 . 

総合 

-電源電圧 . 

-消費電力 . 

.寸法 （W X H X D ) 
-質量 . 


........ 已 3]-1611 kHz 

. 300 yV/m 

. 30 dB 

. 已〇祀 

. 35 dB 

. 0 . 8 % 

AC 100 V 、已 0/60 Hz 

. 9 W 

.. 43 已 X 87 X 30 巨 mm 
. 3.2 kg 


仕様、およびが観は、改良のため予告な<変更することびあ 
ります。 


Ja 





























ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安むしてご愛用いただくためのものでず。 
サービスのご巧頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはおおくのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り巧いに関するお巧い合わせ 

■ ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せ5れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


本煤の設置や設定、操作に関ずるお巧い合わせ 

■ ヤマ/ \お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
オーディオ-ビジュアル機器相談窓 □ 

(を国な适） 国0570-011 -808 

全国どこか曰でも市内通話料金でご利巧いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か5は下記番号におかけ < ださい。 

TEL (053)460-3409 

干 430-8650 静岡県お松市中区中 ミ 只の1 0-1 

受付：月〜金曜日]0:00〜18:00 ±曜日10:日〇〜17:日日 
(曰曜、祝曰およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関するおい合わせ 

■ ヤマ八修理ご相談センター 

(全国な通） 因 0570-012-808 

全国どこからでお市巧通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付：月〜金曜日目： 00〜18:日0 ±曜日9:日〇〜17:日日 
(曰曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

修埋お持ち込みな口 

受付：月〜金曜日9:00〜17:4已 

(±曜、日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

北海道〒日 64-8 自 43 札幌市中央区南 1 日条西 1 T 目 1 -50 
ヤマノ Vセンター内 

FAX (011)512-6109 

首都圏〒] 43-0006 東京都大田区平和島 2 T 目 1 - 1 
京兵トラックターミナル内] 4 号棟 A - 己 F 
FAX の 3)5762-2 12 已 

尉公 干 43 日-日日 1 目お松市ま廚晒町 2 日 0 
ヤマ从(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)462 -白 244 

名古屋 〒454 -日日己 8 名ち屋市中 J II 区玉 J II 町 2 T 目 1-2 
ヤマ八(株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2)6 己 2-0043 

大阪 〒已己 4-00 日 2 吹田市広芝お 1 0-28 
オーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06) 巨 330 -已曰 3 已 

九州 干 81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2 T 目] 1 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 UR しなどは変更になる場合びあります。 


• 保証期間 

お買い上げ曰か51年間でず。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保註 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するたゆの斜をです。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品代 修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場をちありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術者をお遣する場をの費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低な有期間 

補修用性能部記の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するためにが要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品のが態をできるだけ詳しくお知日せ 
ください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお巧6せください。 
《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりまずので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び装化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されていまず。摩韩部品の冀化の進行度含は使用環境や使巧時間 
等によって大さく異なります。 

本磯を末永 < 安定してご愛用いただ < ためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部□ちの交換はがずお買い上げ店、またはャマ^ V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ I 」ユームコント□ール、スイッチ ’ u レー類、接続端テ、ランフ、ベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使巧いただくために A V 製品全般について記載して 
おじます。 

ホ年ご使用の留品の点巧を！ 


こんな癌げはありませんか？ 

i J • 電源コード•フラグび異常に熱い。 

X ♦ ]ゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変おびある。 
愛情点検 ♦ 製品に触れるとピ U ヒリと電気を感じる。 

• 電源を入れてち正萬に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントか5抜を、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店に。目談< ださい。 


◎ 2009 Yamaha Corporation All rights reserved. 
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